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は
じ
め
に

本
稿
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
「
大
資
産
家
」
を
対
象
と
し
て
、
第

一
に
そ
の
推
移
を
数
量
的
に
明
ら
か
に
し
、
第
二
に
彼
ら
が
企
業
経

営
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の
か
株
式
所
有
状
況
と
あ
わ
せ
て
時

系
列
で
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
大
資
産
家
と
は
、

資
料
上
の
制
約
お
よ
び
後
述
す
る
先
行
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
、
資

産
額
五
〇
万
円
以
上
の
人
物
を
大
資
産
家
と
す
る
。

戦
前
期
の
資
産
家
を
考
察
の
対
象
と
し
た
研
究
は
、
過
去
・
現
在

に
い
た
る
ま
で
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。

実
証
の
側
面
か
ら
述
べ
れ
ば
、
地
主
資
産
家
に
つ
い
て
は
「
明
治

後
期
に
な
っ
て
銀
行
の
近
代
金
融
機
関
と
し
て
の
成
長
の
一
方
、
産

業
が
地
方
に
族
生
し
て
く
る
が
、
地
主
の
殖
産
産
業
へ
の
寄
与
は
い

た
っ
て
消
極
的
で
あ
る
」（
守
田
志
郎
）
と
さ
れ
て
い
る
。
商
業
資
産

家
に
関
し
て
は
「
諸
分
野
の
会
社
株
主
の
中
枢
部
分
は
商
人
＝
高
利

貸
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
」（
石
井
寛
治
）
た
と
さ
れ
、
そ
の
株
式
所
有

額
の
大
き
さ
、
銘
柄
の
広
さ
か
ら
「
地
方
と
中
央
の
工
業
化
が
独
立

し
た
事
象
で
は
な
く
、
商
人
な
ど
の
投
資
行
動
に
媒
介
さ
れ
、
資
金

面
で
相
互
に
結
び
つ
い
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し
た
こ
と
は
十
分

想
定
で
き
る
」（
花
井
俊
介
）
と
の
指
摘
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

鉱
業
（
石
炭
）
資
産
家
に
つ
い
て
は
「
家
業
こ
そ
が
最
も
有
利
な
資

産
運
用
先
で
あ
っ
た
…
…
彼
ら
は
ま
さ
に
「
近
代
」
的
資
産
家
だ
っ

（
１
）

（
２
）

（
３
）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕大

正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
地
方
資
産
家
と
企
業
経
営
─
山
口
県
を
事
例
と
し
て

─
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た
」（
永
江
眞
夫
）
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
析
対
象
と
し
て
は
、
地
主
資
産
家
で
い
え
ば
お
も
に

「
地
主
王
国
」
で
あ
る
東
北
地
方
、
商
業
資
産
家
で
あ
れ
ば
大
阪
な

ど
の
経
済
中
心
地
や
そ
の
近
辺
に
位
置
す
る
地
域
の
人
物
、
鉱
業
資

産
家
で
あ
れ
ば
福
岡
県
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
階
層
を
代
表
す
る
地

域
を
射
程
と
し
て
分
析
さ
れ
た
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

大
阪
府
貝
塚
市
の
米
穀
商
廣
海
家
の
研
究
を
受
け
て
大
阪
・
兵
庫
に

お
け
る
商
人
の
株
式
取
得
状
況
を
大
量
観
察
し
た
鈴
木
恒
夫
は
「
大

阪
と
兵
庫
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
き
た
が
、
他
の
地
域
で
は
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
大
阪
、
兵
庫
と
い
う
地
域
は
、
明
治
期
、

会
社
設
立
件
数
か
ら
見
て
も
他
の
府
県
と
較
べ
て
多
く
、
こ
う
し
た

「
先
進
性
」
が
株
式
取
得
に
反
映
し
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
検
討
の
方
法
と
し
て
は

個
別
の
資
産
家
に
特
化
し
て
資
産
内
容
や
投
資
動
機
の
検
討
を
行
っ

た
研
究
が
多
く
、
地
方
に
お
け
る
大
資
産
家
の
動
向
を
階
層
別
で
網

羅
的
に
取
り
扱
っ
た
研
究
は
充
実
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
参
考
と
な
る
の
は
永
江
眞
夫
の
研
究
で
あ
る
。

永
江
は
渋
谷
隆
一
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
た
資
料
を
基
礎
と
し
、
新
た

に
発
掘
し
た
資
料
も
用
い
な
が
ら
、
福
岡
県
に
お
け
る
五
〇
万
円
以

上
の
資
産
額
を
有
す
る
大
資
産
家
の
動
向
を
集
計
的
に
分
析
し
、
企

（
４
）

（
５
）

（
６
）

業
経
営
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

福
岡
県
は
地
方
と
い
え
ど
も
「
経
済
雄
県
」
で
あ
り
、
周
辺
部
に
位

置
す
る
地
域
の
分
析
は
検
討
課
題
と
し
て
残
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
本
稿
は
上
記
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
状
況
を
踏
ま
え
、
永
江

が
試
み
た
手
法
に
な
ら
い
つ
つ
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
改
良
を
加
え
、

こ
れ
ま
で
近
代
経
済
史
研
究
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
山
口
県
を
事
例
と
し
て
五
〇
万
円
以
上
の
資
産
額
を
有
す
る

大
資
産
家
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
先
進
地
域
で
み
ら
れ
た
資
産
家

の
経
済
行
動
が
ど
の
程
度
一
般
化
で
き
る
も
の
な
の
か
素
描
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

山
口
県
に
お
け
る
経
済
史
研
究
の
状
況
を
み
る
と
、
佐
々
木
淳
に

よ
っ
て
織
物
業
を
中
心
と
す
る
軽
工
業
の
分
析
が
、
畠
中
茂
朗
に

よ
っ
て
金
融
業
の
検
討
が
、
社
史
や
伝
記
な
ど
で
石
炭
鉱
業
と
重
化

学
工
業
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
当

該
商
品
が
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
た
の
か
、
業
務
が
行
わ
れ
た
の
か

と
い
う
検
討
が
中
心
で
あ
る
。
生
産
物
の
量
的
側
面
に
つ
い
て
も

「
一
九
〇
九
年
に
至
る
ま
で
の
山
口
県
の
工
業
化
は
と
う
て
い
顕
著

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
」（
西
川
俊
作
）
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
に
と

ど
ま
り
、
そ
の
後
の
時
期
も
含
め
て
、
多
く
の
資
本
を
有
す
る
資
産

家
が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
、
企
業
経
営
者
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（

）
１０
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の
か
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
会
社
組
織
の
量
的
展
開
に

関
す
る
研
究
も
明
治
期
ま
で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
経
営
し

た
層
の
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
大
資
産
家
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
点
が
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
資
産
額
五
〇
万
円
以
上
の
資
産
家
層
が
山
口
県
内
の

資
産
家
層
の
な
か
で
い
か
ほ
ど
の
位
置
を
し
め
た
の
か
数
量
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
永
江
に
よ
る
福
岡
県
の
検
討
に

よ
れ
ば
、
一
九
二
二
年
、
資
産
額
一
万
円
以
上
の
資
産
家
層
の
な
か

で
資
産
額
五
〇
万
円
以
上
の
層
が
し
め
る
割
合
は
、
人
数
で
は
二
・

六
％
（
二
五
八
八
人
中
六
七
人
）
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
総
資
産
額
で

は
五
三
・
八
％
（
二
億
八
八
六
九
万
円
中
一
億
五
五
三
〇
万
円
）
に
の

ぼ
り
、「
ま
さ
に
「
資
産
家
中
の
資
産
家
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
存
在
で

あ
り
…
…
資
産
家
全
体
の
動
向
を
反
映
す
る
存
在
と
し
て
の
資
格
を

十
分
に
備
え
て
い
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
様
相
は
、
山

口
県
に
お
い
て
も
程
度
の
差
は
あ
れ
該
当
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

以
下
で
は
山
口
県
の
大
資
産
家
を
、
第
一
に
職
種
別
で
数
量
的
に

明
ら
か
に
し
、
第
二
に
企
業
役
員
へ
の
就
任
状
況
を
検
討
し
、
第
三

に
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
株
式
保
有
状
況
を
県
内
株
と
県
外
株
に

わ
け
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（

）
１１

一

山
口
県
の
資
産
家

（
１
）
職
種
別
分
布

ま
ず
は
、
山
口
県
内
の
大
資
産
家
（
資
産
額
五
〇
万
円
以
上
）
を
職

種
別
で
検
討
し
た
い
。

用
い
る
資
料
は
時
事
新
報
社
、
帝
国
興
信
所
に
よ
る
資
産
家
調
査

を
基
本
と
し
、
こ
れ
に
岡
部
新
五
左
衛
門
『
日
本
全
国
著
名
人
物

鑑
』、
内
務
省
警
保
局
編
『
貴
族
院
多
額
納
税
者
互
選
資
格
者
見
込

表
』
を
加
え
て
作
成
し
た
。
資
料
に
は
資
産
額
と
と
も
に
職
業
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
調

査
者
の
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
た
も
の

で
は
な
い
。
各
資
産
家
の
資
産
内
容
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
分
類
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
資
料
上
の
制
約
か
ら
不
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で

は
資
料
の
職
業
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
で
は
な
く
、
推
定
を
含
み
つ

つ
も
、
事
実
を
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
る
か
た
ち
を
目
標
と
し
て
各

種
資
料
を
根
拠
と
し
な
が
ら
補
正
と
裏
づ
け
を
行
い
、
職
種
を
華
族
、

地
主
、
商
業
、
工
業
、
鉱
業
、
漁
業
に
分
類
・
再
編
成
し
た
。

た
と
え
ば
資
料
で
は
醸
造
業
に
分
類
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一

定
規
模
の
土
地
を
保
有
し
て
い
れ
ば
、
土
地
収
入
を
無
視
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
山
口
県
都
濃
郡
の
資
産
家
で
あ
り
、
酒
醸
造
業
を

（

）
１２

（

）
１３
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営
む
村
井
家
の
場
合
、
一
八
九
五
年
時
の
所
得
証
明
に
よ
れ
ば
、
総

所
得
一
六
四
六
円
四
四
銭
四
厘
の
う
ち
、
醸
造
業
の
所
得
は
土
地
収

入
の
約
半
分
で
あ
る
。
酒
造
場
は
収
入
こ
そ
巨
額
で
あ
る
が
、
応
分

の
経
費
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
山
口
県
の
そ
の
他
の
醸
造
業
者

へ
そ
の
ま
ま
延
長
す
る
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
広
大

な
土
地
を
保
有
す
る
醸
造
業
資
産
家
の
場
合
、
工
業
か
ら
得
ら
れ
る

所
得
が
か
な
り
の
額
を
占
め
る
と
し
て
も
、
土
地
収
入
も
無
視
で
き

な
い
割
合
を
構
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
事
実
、
あ
る
年
は
職

業
が
醸
造
業
と
し
て
記
載
さ
れ
、
別
の
年
で
は
地
主
と
さ
れ
て
い
る

者
も
い
る
。
本
稿
で
は
各
種
地
主
調
査
（
地
価
一
万
円
以
上
お
よ
び
五

〇
町
歩
以
上
土
地
所
有
地
主
、
さ
ら
に
一
九
四
二
年
の
「
農
地
所
有
者
調
」

で
も
明
治
期
か
ら
継
続
し
て
大
規
模
土
地
所
有
が
確
認
さ
れ
る
も
の
）
へ

の
記
載
が
確
認
さ
れ
る
大
地
主
、
ま
た
は
そ
の
家
督
を
継
い
だ
資
産

家
は
特
殊
な
事
情
が
な
い
限
り
「
地
主
」
と
し
た
。

つ
ぎ
に
鉱
業
資
産
家
で
あ
る
。
山
口
県
宇
部
地
域
の
鉱
業
資
産
家

の
場
合
、
資
産
家
名
簿
の
職
業
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
肩
書
き
が
会

社
役
員
、
紡
績
会
社
取
締
役
、
首
長
、
貸
地
と
さ
れ
て
い
て
も
、
当

時
の
炭
鉱
と
製
造
企
業
の
規
模
、
あ
る
い
は
宇
部
に
お
け
る
新
興
地

主
の
土
地
所
有
規
模
を
比
較
し
た
と
き
、
前
者
の
規
模
・
配
当
収
入

は
や
は
り
巨
額
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
炭
鉱
か
ら
の
継
続
的

（

）
１４

な
所
得
は
明
治
期
か
ら
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
過
去
・
現
在
、

炭
鉱
の
役
員
で
あ
る
と
か
、
大
量
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
な
ど
の

事
実
が
確
認
さ
れ
る
場
合
は
、「
鉱
業
」
へ
職
種
を
修
正
し
、
こ
れ
に

よ
り
不
十
分
と
な
る
部
分
は
補
足
説
明
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

運
輸
業
に
従
事
す
る
資
産
家
は
「
商
業
」
に
繰
入
れ
た
。
そ
の
他
の

部
分
も
必
要
な
箇
所
は
補
正
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
方
法
に
よ
り
こ
ぼ
れ
落
ち
る
事
項
は
適
宜
本
論
で
ふ
れ
る
こ

と
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
時
系
列
で
複
数
の

資
料
を
検
討
す
る
関
係
上
、
他
の
資
料
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
一
部

東
京
の
華
族
を
山
口
県
の
資
産
家
と
し
て
繰
入
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
作
業
の
の
ち
、
資
産
家
の
分
布
を
職
種
別
で
あ
ら
わ

し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。

ま
ず
一
九
〇
一
年
で
あ
る
が
、
華
族
が
三
名
、
地
主
が
二
名
、
商

業
が
一
名
で
あ
る
。
華
族
は
東
京
に
分
類
さ
れ
た
毛
利
元
昭
を
含
め

る
と
半
数
を
占
め
、
資
産
家
の
な
か
で
中
核
的
位
置
を
構
成
し
た
。

逆
に
い
え
ば
、
大
資
産
家
に
入
り
う
る
華
族
以
外
の
人
間
は
い
ま
だ

限
定
的
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
地
主
は
野
村
恒
蔵
（
都

濃
郡
）、
古
林
重
治
郎
（
吉
敷
郡
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
所
有
地
価

額
は
一
八
九
一
年
の
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
四
万
二
四
九
五
円
、
一
万
九

九
八
四
円
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
。
商
業
は
桝
谷
平
三
郎
（
下
関
）

（

）
１５

（

）
１６

（

）
１７

（

）
１８
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表１ 山口県における大資産家（職種別分布）

１９３３１９２５１９１７１９１６１９１１１９０１年Ａ）人数、資産額

４１５４４３人 数華 族
３,５５０２,０００１１,２００１,５２０総資産額（万円）
８８７.５２,０００.０２,２４０.０３８０.０平均資産（万円）

２９２８３９１４９２人 数地 主
２,５３０２,８４７７,５６０１,０２５総資産
８７.２１０１.７１９４.０７３.２平均資産

２０１８２５１２１人 数商 業
１,８００１,２３５５,１５０８６５総資産
９０.０６８.６２０６.０７２.１平均資産

８７６２人 数工 業
９４０６６０８７０１１５総資産

１１７.５９４.３１３２.０５７.５平均資産

１８５４人 数鉱 業
２,０７０５８０９５０総資産
１１５.０１１６.０２３７.５平均資産

２人 数漁 業
１１０総資産
５５.０平均資産

１１３１人 数その他
７０７０５１０６５総資産

７０.０７０.０１７０.０６５.０平均資産

８２６０８２３３１３６人 数総計１
１１,０７０７,３９２２６,２４０３,５９０総資産
１３５.０１２３.２３２０.０１０８.８平均資産

７８５９７７２９９３人 数総計２
７,５２０５,３９２１５,０４０２,０７０総資産（華族を除く）
９６.４９１.４１９５.０７１.４平均資産

１９３３１９２５１９１７１９１６１９１１１９０１年Ｂ）上記比率（％）

４.９１.７６.１１２.１３０.８５０.０人 数華 族
３２.１２７.１４２.７４２.３総資産

３５.４４６.７４７.６４２.４３３.３人 数地 主
２２.９３８.５２８.８２８.６総資産

２４.４３０.０３０.５３６.４６９.２１６.７人 数商 業
１６.３１６.７１９.６２４.１総資産

９.８１１.７７.３６.１人 数工 業
８.５８.９３.３３.２総資産
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で
、
米
穀
商
で
あ
る
と
と
も
に
金
物
取
引
に
も
従
事
す
る
商
人
で
あ

る
。日

露
戦
後
の
一
九
一
一
年
を
み
る
と
、
商
業
資
産
家
が
圏
外
へ
消

え
、
華
族
が
四
名
、
地
主
が
九
名
と
な
り
、
地
主
の
大
幅
な
伸
長
が

看
取
さ
れ
る
。
十
年
前
と
比
較
す
る
と
、
人
数
の
う
え
で
は
地
主
資

産
家
を
中
心
と
す
る
構
図
に
変
化
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
地
主
資
産
家
は
す
べ
て
過
去
一
万
円
以
上
の
地
価
額
を
保
有
す

る
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
家
督
を
相
続
す
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
半
数
以
上
の
五
名
（
堀
正
一
、
道
源
権
治
、
上
原
健
蔵
、
野
村
恒
蔵
、

福
田
民
平
）
が
都
濃
郡
に
在
住
し
、
吉
敷
郡
に
は
二
名
（
古
林
重
治
郎
、

上
田
寧
二
）
が
籍
を
有
し
、
富
裕
な
大
地
主
層
が
集
中
し
た
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
資
産
家
表
の
職
種
に
よ
れ
ば
、

九
名
の
地
主
資
産
家
の
う
ち
、
三
名
が
銀
行
業
（
商
業
）、
二
名
が
酒

造
業
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
大
地
主
が
金
融
業
や
醸
造
業
を
兼
業
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

現
存
の
資
料
で
検
討
可
能
な
範
囲
で
は
、
明
治
期
に
お
け
る
山
口

県
の
大
資
産
家
層
は
、
華
族
を
除
き
、
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
形
に
お

い
て
土
地
所
有
に
も
と
づ
く
農
村
的
基
盤
を
背
景
に
有
す
る
も
の
た

ち
で
占
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
第
一
次
大
戦
期
を
検
討
し
た
い
。
一
九
一
六
年
の
資
産
家

（

）
１９

（

）
２０

２２.０８.３４.９人 数鉱 業
１８.７７.８３.６総資産

２.４人 数漁 業
１.０総資産

１.２１.７３.７３.０人 数その他
０.６０.９１.９１.８総資産

１００.０１００.０１００.０１００.０１００.０１００.０人 数総計１
１００.０１００.０１００.０１００.０総資産

９５.１９８.３９４.０８７.９６９.２５０.０人 数総計２
６７.９７２.９５７.３５７.７総資産（華族を除く）

出所：各種『資産家調査資料』。
注１：１９０１年は「日本全国五十万円以上の資産家」（『時事新報』１９０１.９.２２）。
２：１９１１年は「全国五十万円以上資産家表」（『時事新報』１９１１.７.２４）。
３：１９１６年は「全国五十万円以上資産家表」（時事新報社、１９１６年）。
４：１９１７年は岡部新五左衛門『日本全国著名人物鑑』（帝国財界調査会、１９１８年）。
５：１９２５年は内務省警保局『貴族院多額納税者互選資格者見込表』（１９２５年）。
６：１９３３年は帝国興信所「五十万円以上全国金満家大番附」（『講談倶楽部』第２４巻１号付録、１９３４

年）。
７：岡部以外は渋谷隆一編『明治期日本全国資産家地主資料集成』Ⅳ巻、『大正昭和日本全国資

産家地主資料集成』Ⅰ・Ⅲ巻による。
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調
査
に
よ
れ
ば
、
資
産
家
総
計
は
三
三
名
と
前
回
調
査
の
二
・
五
倍

と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
を
み
る
と
華
族
が
四
名
、
地
主
が
一
四
名
、

商
業
が
一
二
名
、
工
業
が
二
名
、
そ
の
他
一
名
で
あ
り
、
明
治
末
期

の
シ
ン
プ
ル
な
職
種
分
布
と
く
ら
べ
る
と
、
職
種
の
分
散
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
各
資
産
家
の
資
産
額
が
判
明
す
る
。
ど
こ
ま

で
正
確
な
も
の
か
は
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
が
、
概
略
を
つ
か
む

う
え
で
は
一
定
の
有
効
性
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

華
族
は
他
の
職
種
に
属
す
る
資
産
家
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
人
数

の
う
え
で
は
一
二
・
一
％
に
構
成
比
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し

平
均
資
産
額
は
三
八
〇
万
円
と
、
次
点
の
地
主
に
五
倍
以
上
の
差
を

つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
総
資
産
額
ベ
ー
ス
の
構
成
比
で
は
四
二
・
三

％
を
占
め
、
旧
領
主
と
し
て
圧
倒
的
規
模
を
ほ
こ
っ
て
い
る
。
地
主

資
産
家
は
五
名
の
増
加
と
な
り
、
明
治
期
以
降
か
ら
順
調
な
伸
長
が

み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
前
回
調
査
と
同
じ
く
、
過
去
一
万
円
以
上
の

地
価
額
を
保
有
し
た
実
績
が
あ
る
人
物
で
あ
る
。
新
た
に
注
目
さ
れ

る
動
向
は
商
業
資
産
家
の
台
頭
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
資
産
家
は
、

運
送
業
、
呉
服
商
、
銅
鉄
器
機
械
商
、
倉
庫
業
、
牛
乳
瓶
詰
商
な
ど

多
様
な
業
種
が
含
ま
れ
、
伝
統
的
業
種
に
た
ず
さ
わ
る
人
物
、
広
く

近
代
の
動
向
を
意
識
し
た
資
産
家
の
双
方
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
商

業
資
産
家
と
地
主
の
平
均
資
産
額
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
り
、
人
数
も

（

）
２１

勘
案
す
れ
ば
、
大
正
年
間
に
お
い
て
両
者
は
山
口
県
に
お
け
る
大
資

産
家
の
双
璧
を
形
成
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
商
業
資
産

家
は
一
二
人
中
一
一
人
が
下
関
市
に
所
在
し
て
お
り
、
同
市
が
山
口

県
を
代
表
す
る
商
業
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
工
業
資

産
家
を
み
る
と
、
醤
油
醸
造
、
生
蝋
・
植
物
油
製
造
（
林
平
四
郎
）
と

い
っ
た
在
来
工
業
に
属
す
る
も
の
が
資
産
家
表
に
あ
ら
わ
れ
る
一
方
、

「
会
社
重
役
」
と
い
う
分
類
項
目
も
登
場
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
平
均
資
産
額
で
は
他
の
職
種
を
下
回
る
も
の
で
あ
り
、
平

均
水
準
に
達
す
る
の
は
一
九
二
〇
年
代
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
次
大
戦
の
影
響
が
広
く
浸
透
し
た
翌
一
九
一
七
年
に
目
を
移

す
と
、
資
産
家
数
は
八
二
名
に
ま
で
跳
ね
上
が
り
、
い
ず
れ
の
職
種

も
人
数
・
資
産
額
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。
と
く
に
地
主
は
二
五
名

も
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
平
均
資
産
額
の
伸
び
が
商
業
資
産
家
に

お
よ
ば
な
い
の
は
、
最
低
ラ
イ
ン
で
あ
る
資
産
額
五
〇
万
円
の
地
主

が
数
多
く
出
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。
商
業
資
産
家
も
都
市
部
の
枠
に

と
ど
ま
ら
ず
、
郡
部
に
お
い
て
も
、
呉
服
商
、
米
穀
商
、
海
運
業
な

ど
複
数
の
業
種
に
わ
た
っ
て
族
生
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
鉱
業

資
産
家
が
初
め
て
資
産
家
表
に
登
場
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る

（
渡
辺
祐
策
、
藤
本
閑
作
、
高
良
宗
七
ほ
か
）。
人
数
は
四
名
に
過
ぎ
な

い
が
、
平
均
資
産
額
は
地
主
と
商
業
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
他
業
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種
と
比
し
て
大
戦
好
況
を
よ
り
多
く
享
受
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

工
業
資
産
家
も
資
産
額
こ
そ
平
均
に
届
か
な
い
も
の
の
、
人
数
を
増

や
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
近
代
的
製
造
業
者
で
あ
る
柏
木
幸
助
が

初
め
て
含
ま
れ
、
新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
反
動
恐
慌
・
震
災
恐
慌
を
経
た
一
九
二
五
年
を

検
討
し
た
い
。
華
族
を
除
い
た
総
計
２
に
よ
れ
ば
、
資
産
家
総
数
は

五
九
名
で
平
均
資
産
額
は
九
一
・
四
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
一

七
年
の
数
値
と
比
べ
る
と
大
幅
な
減
少
で
あ
る
が
、
一
九
一
六
年
を

基
準
と
す
る
な
ら
ば
い
ず
れ
も
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
資
産
家
層
が

受
け
た
大
戦
ブ
ー
ム
の
影
響
は
、
減
殺
し
つ
つ
も
生
き
残
っ
た
と
把

握
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
内
訳
を
検
討
す
れ
ば
、
商
業
資
産
家
の
資

産
額
が
六
八
・
六
万
円
と
そ
の
他
の
職
種
と
比
べ
著
し
く
低
い
。
こ

れ
は
一
九
一
六
年
を
も
下
回
る
も
の
で
あ
る
。
不
況
の
影
響
を
強
く

う
け
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
比
べ
、
そ
の
他
の
業
種
は
す
べ
て
二

五
年
の
平
均
を
上
回
る
（
総
計
２
を
基
準
と
し
た
場
合
）。
一
九
一
六

年
を
基
準
と
し
た
場
合
も
、
順
調
、
と
ら
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
大
幅

に
伸
長
し
て
い
る
。
構
成
比
を
み
れ
ば
、
人
数
・
資
産
額
と
も
に
鉱

業
と
工
業
が
伸
び
て
い
る
。
大
資
産
家
の
様
相
は
、
大
戦
期
の
構
造

を
基
本
的
に
は
維
持
し
な
が
ら
、
鉱
工
業
資
産
家
が
徐
々
に
台
頭
し

つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（

）
２２

（

）
２３

（

）
２４

最
後
に
、
昭
和
恐
慌
を
経
て
景
気
が
回
復
し
始
め
る
一
九
三
三
年

を
検
討
し
よ
う
。
資
産
家
総
数
は
八
二
名
と
大
正
末
年
の
ほ
ぼ
三
七

％
増
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
次
大
戦
の
ピ
ー
ク
と
同
数
で
あ
り
、
平

均
資
産
額
も
前
回
調
査
よ
り
高
い
。
内
訳
を
み
る
と
、
第
一
に
注
目

さ
れ
る
の
は
鉱
業
資
産
家
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
人
数
は
一
八
名

（
二
二
％
）
で
、
商
業
資
産
家
に
な
ら
ぶ
数
で
あ
り
、
平
均
資
産
額
は

地
主
と
商
業
資
産
家
を
上
回
る
規
模
で
あ
る
。
昭
和
期
に
入
り
、
地

主
と
商
業
を
双
璧
と
す
る
資
産
家
構
造
は
こ
れ
に
鉱
業
が
加
わ
る

「
三
派
鼎
立
」
の
図
式
へ
と
変
化
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
鉱
業
資
産
家
は
一
部
の
例
外
を
の
ぞ
き
、
ほ
と
ん
ど
が
宇
部
地
域

に
所
在
し
て
お
り
、
資
産
額
は
県
内
全
体
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
に
達
す

る
。
資
料
で
は
こ
れ
ら
鉱
業
資
産
家
の
う
ち
五
名
が
製
造
業
役
員
と

し
て
記
載
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
者
が
炭
鉱
以
外
の
企
業
の
株
主
と

な
っ
て
お
り
、
資
産
形
成
に
は
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
産
業

の
株
式
の
評
価
額
や
配
当
収
入
、
役
員
賞
与
も
含
ま
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
こ
れ
は
資
産
家
数
の
押
し
上
げ
に
貢
献
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
を
含
め
る
と
「
近
代
的
」
工
業
資
産
家
の
伸
長
は
よ

り
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
工
業
資
産
家
は
八
名
と
前
回
調

査
よ
り
若
干
の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
内
訳
は
、
酒
醸
造
業
者
な
ど

在
来
職
種
に
属
す
る
者
に
加
え
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
の
笠
井
眞
三
、

（

）
２５
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日
本
曹
達
の
岩
瀬
徳
三
郎
、
大
戦
期
か
ら
引
き
続
き
柏
木
幸
助
な
ど
、

か
な
り
の
新
産
業
従
事
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
新
た
な

動
向
で
あ
る
。
特
に
岩
瀬
は
学
卒
の
雇
用
経
営
者
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
層
に
も
大
規
模
資
産
家
に
な
り
え
る
者
が
現
れ
た
の
は
、
大
正

末
年
か
ら
昭
和
期
に
い
た
る
県
内
化
学
工
業
の
発
展
を
想
起
さ
せ
る
。

工
業
資
産
家
の
平
均
資
産
額
は
一
一
七
・
五
万
円
で
あ
り
、
華
族
を

除
く
と
最
も
高
い
数
値
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
戦
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
県
内

で
最
も
成
長
力
が
あ
っ
た
の
は
、
鉱
工
業
資
産
家
で
あ
っ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
を
最
も
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
人
数

こ
そ
二
九
名
と
職
種
別
で
は
最
も
多
い
も
の
の
、
地
主
資
産
家
は
前

回
か
ら
一
転
し
て
平
均
資
産
額
を
落
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
農
村
部
に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
地
主
群
の
な
か
に
、
都
市
部

在
住
の
地
主
資
産
家
が
現
れ
て
い
る
。
資
産
規
模
を
縮
小
さ
せ
つ
つ

も
、
大
戦
後
の
都
市
化
に
対
応
し
た
新
た
な
階
層
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
っ
た
と
い
え
る
。
商
業
資
産
家
は
前
回
調
査
と
こ
れ
も
異
な
り
、

若
干
の
人
数
増
加
と
平
均
資
産
額
の
大
幅
な
回
復
を
み
て
い
る
。
前

回
調
査
か
ら
継
続
し
て
現
れ
る
商
工
業
資
産
家
、
あ
る
い
は
そ
の
事

業
を
継
承
し
た
と
み
ら
れ
る
親
族
の
資
産
額
は
増
加
し
て
い
る
者
が

多
い
（
桝
谷
音
三
、
仁
田
貞
夫
、
菊
谷
茂
吉
、
中
島
家
ほ
か
）。
漁
業
に

た
ず
さ
わ
る
資
産
家
（
中
部
幾
次
郎
、
石
丸
好
助
）
も
新
た
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
食
料
品
産
業
は
不
況
下
に
お
い
て
も
資
産
蓄
積
の
機
会

を
事
業
者
に
与
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
華
族
は
人
数
と
し
て

は
四
・
九
％
に
ま
で
減
少
し
た
も
の
の
、
総
資
産
額
で
は
依
然
三
割

を
超
え
て
お
り
、
昭
和
期
に
入
っ
て
な
お
他
を
凌
駕
す
る
巨
大
資
産

家
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
資
産
家
た
ち
の
動
向
を
地
域
別
で
確
認
す
る

と
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
周
防
の
富
裕
な
農
村
地
帯
を

基
盤
と
す
る
郡
部
、
及
び
近
世
期
に
支
藩
を
有
し
た
地
域
（
玖
珂
郡
、

都
濃
郡
、
下
関
市
）
を
中
心
と
し
て
大
資
産
家
が
分
布
し
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
第
一
次
大
戦
後
か
ら
大
正
末
年
に
か
け

て
は
下
関
市
や
宇
部
市
な
ど
都
市
化
の
進
ん
だ
市
部
に
資
産
家
が
集

中
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
期
に
は
い
っ
そ
う
こ
の
傾
向
が
強
ま
る

に
い
た
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
具
体
的
な
分

析
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

二

資
産
家
と
企
業
経
営

本
節
で
は
、
以
上
み
て
き
た
大
資
産
家
の
企
業
役
員
へ
の
就
任
状

況
を
時
系
列
で
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
前
期
の
資
産
家
層
が
企
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業
経
営
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の
か
素
描
し
た
い
。
た
だ
し
、

す
べ
て
の
職
種
を
分
析
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
関
係
上
困
難
で
あ
る
。

人
数
・
資
産
規
模
の
う
え
で
資
産
家
の
中
軸
を
形
成
し
た
地
主
、
商

業
、
鉱
業
を
中
心
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
年
代
は
一
九
一

七
年
、
一
九
二
五
年
、
一
九
三
三
年
の
三
つ
の
時
点
を
選
ん
だ
。
表

は
業
種
・
役
職
別
で
役
員
就
任
状
況
を
あ
ら
わ
し
、
件
数
は
延
べ
人

数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
地
主
資
産
家

ま
ず
、
明
治
期
以
来
の
資
産
家
層
で
あ
る
地
主
資
産
家
を
検
討
す

る
こ
と
に
し
よ
う
（
表
２
）。
こ
れ
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
す
べ
て

の
期
間
を
通
じ
て
就
任
先
企
業
は
銀
行
業
に
大
き
く
か
た
よ
っ
て
い

る
。
全
業
種
に
お
け
る
銀
行
業
の
割
合
は
一
九
一
七
年
の
時
点
で
七

六
・
六
％
で
あ
り
、
同
業
の
就
任
件
数
三
六
件
は
全
資
産
家
の
八

七
・
八
％
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
主
の
企
業
経
営
へ
の
参
画

は
、
基
本
的
に
は
金
融
業
に
軸
足
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
資
産
家
全
体
の
動
向
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
地
主
資
産
家
は

資
産
家
と
し
て
も
企
業
役
員
と
し
て
も
、
当
該
期
に
お
い
て
最
も
重

要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
明
治
期
か
ら
つ

ら
な
る
流
れ
で
あ
る
。

（

）
２６

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
期
か
ら
銀
行
業
は
合
併
・
解
散
が
あ
い
つ

ぎ
、
一
九
一
四
年
に
県
内
の
銀
行
数
は
二
五
行
で
あ
っ
た
が
、
年
々

数
を
減
ら
し
、
一
九
二
五
年
一
一
月
の
時
点
で
約
半
数
一
三
行
と

な
っ
た
。
ま
た
、
後
に
検
討
を
行
う
一
九
三
三
年
の
時
点
で
は
さ
ら

に
数
を
減
ら
し
六
行
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
地
主
の
役
員
就
任
先
は

な
く
な
る
一
方
で
あ
り
、
一
九
二
五
年
に
は
一
〇
件
、
三
三
年
に
は

五
件
と
な
り
、
こ
れ
に
と
も
な
い
平
均
就
任
件
数
は
一
貫
し
て
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
銀
行
の
経
営
者
と
し
て
な
お
数
名
が
見

出
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
企
業
経
営
に
と
ど
ま
る
層
と
、
地

主
経
営
を
専
業
と
す
る
層
に
わ
か
れ
た
と
い
え
る
が
、
後
者
の
数
の

方
が
多
い
。

地
主
が
か
か
わ
っ
た
そ
の
他
の
業
種
と
し
て
は
、
鉄
・
軌
道
や
電

燈
・
電
力
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
部
門
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
県
内

の
電
気
事
業
は
大
正
中
期
か
ら
合
併
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
行
わ
れ
、
後
期

か
ら
昭
和
初
期
へ
か
け
て
は
山
口
県
が
電
気
事
業
の
統
括
・
管
理
に

乗
り
出
し
た
。
こ
れ
も
銀
行
業
と
お
な
じ
く
、
役
員
就
任
機
会
の
減

少
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
時
代
を
経
る
に

つ
れ
て
地
主
は
企
業
経
営
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
き
、
新
た
に
設
立
さ

れ
る
企
業
の
役
員
就
任
に
も
消
極
的
で
あ
っ
た
。

（

）
２７

（

）
２８

（

）
２９

（

）
３０
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表２ 就任先企業（地主資産家）
１９１７年 人数：３９

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

７６.６３６１３１８３１１銀 行 業
１０.６５１４鉄 ・ 軌 道
６.４３２１電燈・電力
０.０瓦 斯
０.０製 造 業
０.０土地・建物
６.４３３そ の 他

１.２１１００.０４７１４２７３１２合 計

１９２５年 人数：２８

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

６２.５１０２４１３銀 行 業
０.０鉄 ・ 軌 道

１２.５２１１電燈・電力
０.０瓦 斯
６.３１１製 造 業
０.０土地・建物

１８.８３１２そ の 他

０.５７１００.０１６４６１５合 計

１９３３年 人数：２９

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

６２.５５２１２銀 行 業
１２.５１１鉄 ・ 軌 道
１２.５１１電燈・電力
０.０瓦 斯
０.０製 造 業
０.０土地・建物

１２.５１１そ の 他

０.２８１００.０８１４１２合 計

出所：表１および、各年度『全国諸会社役員録』（商業興信所）、『銀行会社要録』（東京興信所）、
『人事興信録』（人事興信所）、「宇部名鑑」（『宇部時報』大正７年１月１日）。
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（
２
）
商
業
資
産
家

つ
づ
い
て
商
業
資
産
家
の
役
員
就
任
状
況
を
検
討
し
た
い
（
表

３
）。
ま
ず
平
均
役
員
就
任
数
で
あ
る
が
、
家
業
と
し
て
商
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
全
体
よ
り
高
く
、
農
業
を
基
礎
と
す
る
地

主
の
数
値
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
一
七
年
よ
り
も
二

五
年
の
方
が
高
く
、
大
戦
後
に
新
た
に
企
業
の
役
員
に
就
任
し
た
資

産
家
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
が
、
三
三
年
の
数

値
は
二
五
年
よ
り
も
若
干
下
落
し
て
い
る
。

一
九
一
七
年
か
ら
内
訳
を
検
討
す
る
と
、
瓦
斯
、
製
造
業
、
鉄
・

軌
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に
役
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
が
、

最
も
多
い
の
は
そ
の
他
の
業
種
で
あ
り
、
取
引
所
、
倉
庫
会
社
、
汽

船
会
社
、
水
産
会
社
、
百
貨
店
な
ど
、
商
業
資
産
家
が
集
中
す
る
下

関
市
に
所
在
す
る
き
わ
め
て
多
様
な
会
社
に
参
画
し
て
い
る
。
二
五

年
に
な
る
と
や
や
構
図
が
変
化
し
、
製
造
業
の
比
率
が
伸
び
て
い
る
。

こ
れ
は
食
料
品
な
ど
消
費
財
に
か
か
わ
る
製
造
会
社
が
多
い
。
ま
た

土
地
・
建
物
会
社
が
初
め
て
あ
ら
わ
れ
、
都
市
化
の
進
展
に
対
応
を

み
せ
て
い
る
。
三
三
年
に
は
若
干
の
製
造
業
か
ら
の
撤
退
と
、
土

地
・
建
物
会
社
の
大
幅
な
伸
長
（
二
八
・
二
％
）
が
み
ら
れ
る
。
戦

間
期
を
下
る
に
つ
れ
て
、
不
動
産
取
引
に
よ
り
力
を
入
れ
は
じ
め
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
役
職
別
の
構
成
比
を
み
る
と
社
長
な
ど
の

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
就
任
す
る
割
合
が
伸
び
て
い
る
。
大
正
末

年
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
家
業
を
会
社
化
し
て
経
営
者
に
就
任
す
る

資
産
家
が
い
た
た
め
で
あ
る
。
商
業
資
産
家
は
役
員
就
任
件
数
を
維

持
さ
せ
な
が
ら
も
、
時
代
に
対
応
す
る
よ
う
に
就
任
先
企
業
の
選
択

を
行
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
鉱
業
資
産
家

最
後
に
鉱
業
資
産
家
の
役
員
就
任
状
況
を
確
認
し
た
い
（
表
４
）。

ま
ず
平
均
役
員
就
任
件
数
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
資
産
家
の
な
か
で

最
も
高
い
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
時
期
も
三
件
を
超
え
て
お
り
、

積
極
的
に
企
業
経
営
に
参
画
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
三
三

年
は
二
五
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
が
、
人
数
が
五
人
か
ら
一
八
人

ま
で
増
加
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
多
数
の
企
業
へ
進
出
し
た

と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
か
ら
み
る
と
、
製
造
業
が
五
件
（
四
一
・
七
％
）
と

最
も
多
く
、
銀
行
業
、
鉄
・
軌
道
、
電
燈
・
電
力
と
続
く
。
特
定
の

業
種
に
か
た
よ
ら
ず
進
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
す
べ
て

宇
部
炭
田
の
地
元
企
業
で
あ
る
。
製
造
業
は
一
九
二
五
年
に
な
る
と

件
数
・
比
率
と
も
に
さ
ら
に
伸
び
、
三
三
年
に
は
三
一
件
、
比
率
も

五
割
を
超
え
る
に
い
た
る
。
内
訳
を
み
れ
ば
、
一
七
年
は
紡
織
、
鉄



199

表３ 就任先企業(商業資産家)
１９１７年 人数：２５

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

６.１２１１銀 行 業
６.１２２鉄 ・ 軌 道
６.１２１１電燈・電力

１２.１４４瓦 斯
９.１３３製 造 業
０.０土地・建物

６０.６２０３１１１５そ の 他

１.３２１００.０３３５２１１６合 計

１９２５年 人数：１８

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

４.８２１１銀 行 業
９.５４１３鉄 ・ 軌 道
０.０電燈・電力
７.１３２１瓦 斯

１９.０８３４１製 造 業
７.１３１１１土地・建物

５２.４２２５１１４２そ の 他

２.３３１００.０４２１０２２６４合 計

１９３３年 人数：２０

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

２.６１１銀 行 業
５.１２２鉄 ・ 軌 道
２.６１１電燈・電力
２.６１１瓦 斯

１２.８５２１２製 造 業
２８.２１１２８１土地・建物
４６.２１８４３３８そ の 他

１.９５１００.０３９１１１３４１１合 計

出所：表２に同じ。



200

表４ 就任先企業（鉱業資産家）
１９１７年 人数：４

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

２５.０３２１銀 行 業
１６.７２１１鉄 ・ 軌 道
１６.７２１１電燈・電力
０.０瓦 斯

４１.７５３２製 造 業
０.０土地・建物
０.０そ の 他

３.００１００.０１２７１４合 計

１９２５年 人数：５

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

２０.８５３２銀 行 業
１６.７４１２１鉄 ・ 軌 道
０.０電燈・電力
０.０瓦 斯

４５.８１１３５３製 造 業
０.０土地・建物

１６.７４２２そ の 他

４.８０１００.０２４６１２２４合 計

１９３３年 人数：１８

一人平均
就任数

比率（%）合計その他監査役取締役専・常社長

８.２５２１１１銀 行 業
１１.５７１３１２鉄 ・ 軌 道
０.０電燈・電力
０.０瓦 斯

５０.８３１３６１５１６製 造 業
０.０土地・建物

２９.５１８２５７１３そ の 他

３.３９１００.０６１６１３２６４１２合 計

出所：表２に同じ。
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工
所
、
二
五
年
に
は
セ
メ
ン
ト
、
三
三
年
に
は
窒
素
肥
料
、
発
動
機

油
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
、
よ
り
高
度
な
機
械
設
備
を
必
要
と
す
る

装
置
産
業
へ
進
出
し
て
お
り
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
工
業
へ
収
斂
し

て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

全
資
産
家
に
お
け
る
製
造
業
の
件
数
は
四
〇
件
で
あ
り
、
鉱
業
資

産
家
は
七
七
・
五
％
を
占
め
る
。
全
業
種
で
も
四
七
・
三
％
の
割
合

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
鉱
業
資
産
家
の
新
産
業

へ
の
進
出
は
資
産
家
全
体
に
お
け
る
製
造
業
就
任
件
数
の
増
加
に
最

も
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

小

括
以
上
み
て
き
た
こ
と
を
全
体
の
動
向
と
あ
わ
せ
、
ま
と
め
る
こ
と

と
し
た
い
。

ま
ず
、
資
産
家
全
体
の
平
均
役
員
就
任
件
数
を
確
認
す
る
と
、
一

九
一
七
年
が
一
・
二
一
件
、
二
五
年
が
一
・
四
八
件
、
三
三
年
が

一
・
五
七
件
で
あ
り
、
各
年
代
を
通
じ
て
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
不

況
・
恐
慌
期
を
経
て
な
お
、
多
数
の
企
業
に
役
員
と
し
て
就
任
す
る

資
産
家
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
資
産
家
の
な
か
で
企

業
に
役
員
と
し
て
就
任
し
て
い
る
者
の
割
合
を
み
る
と
、
一
九
一
七

年
は
八
二
名
中
五
二
名
（
六
三
・
四
％
）、
二
五
年
は
六
〇
名
中
三
三

名
（
五
五
％
）、
三
三
年
は
八
二
名
中
三
六
名
（
四
三
・
九
％
）
で
あ

り
、
一
貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
み
た
よ
う
に
、
年
代

を
経
る
ご
と
に
企
業
経
営
に
よ
り
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
い
く
層

（
鉱
業
資
産
家
）
と
、
企
業
役
員
へ
の
就
任
に
消
極
的
に
な
り
ゆ
く
層

（
地
主
資
産
家
）
に
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
業
種
別
の
推

移
を
み
る
と
、
銀
行
業
は
四
一
件
（
四
一
・
四
％
）
か
ら
一
一
件

（
八
・
五
％
）
ま
で
比
率
を
低
下
さ
せ
、
製
造
業
は
八
件
（
八
・
一
％
）

か
ら
四
〇
件
（
三
一
％
）
ま
で
伸
長
し
て
い
る
。
時
代
を
経
る
に
し

た
が
い
、
資
産
家
層
と
企
業
役
員
就
任
の
関
係
は
金
融
業
と
の
か
か

わ
り
が
希
薄
と
な
り
、
近
代
的
製
造
業
と
の
か
か
わ
り
が
密
接
に

な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
大
資
産
家
と
企
業
経
営
の
関
係
は
、

明
治
期
以
来
の
資
産
家
層
に
よ
る
企
業
経
営
か
ら
の
後
退
と
、
都
市

部
の
資
産
家
に
お
け
る
進
出
業
種
の
変
容
、
新
興
資
産
家
に
よ
る
近

代
的
企
業
経
営
へ
の
積
極
的
な
進
出
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

三

資
産
家
の
株
式
所
有

こ
こ
で
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
各
資
産
家
の
株
式
の
所
有

状
況
を
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
か
整
理
・
検
討
し

（

）
３１
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て
い
こ
う
。
資
料
の
残
存
状
況
か
ら
、
資
産
家
の
デ
ー
タ
は
岡
部
新

五
左
衛
門
『
日
本
全
国
著
名
人
物
鑑
』
に
よ
る
一
九
一
七
年
の
も
の

を
使
用
し
、
株
式
の
記
録
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
も
の
を
あ

て
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
の
基
礎
資
料
は
『
全
国
株
主
要
覧
』
大

正
九
年
版
で
あ
る
が
、
中
央
株
や
大
手
企
業
の
株
式
に
強
く
、
地
方

株
の
記
載
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
補
う
た
め
、
山
口
県
内

に
お
け
る
各
企
業
の
「
株
主
人
名
簿
」
を
集
計
し
、
こ
れ
が
な
い
部

分
は
『
銀
行
会
社
要
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
社
大
株
主
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
作
業
の
後
、
資
料
的
に
可
能

な
範
囲
で
県
内
資
産
家
の
株
式
所
有
状
況
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
表

５
で
あ
る
。

ま
ず
、
一
人
あ
た
り
の
持
株
数
を
確
認
し
た
い
。
最
も
多
い
の
は

い
う
ま
で
も
な
く
華
族
で
あ
り
、
約
一
万
七
〇
〇
〇
株
に
の
ぼ
る
。

つ
い
で
鉱
業
、
商
業
、
工
業
は
同
程
度
の
三
五
〇
〇
株
前
後
で
あ
り
、

地
主
が
最
も
少
な
く
、
約
七
〇
〇
株
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
職
種

別
に
内
容
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

最
初
に
華
族
を
み
る
と
、
総
計
で
お
よ
そ
六
万
九
〇
〇
〇
株
の
県

外
株
を
保
有
し
て
い
る
。
内
訳
を
み
る
と
、
東
京
電
燈
が
最
も
多
く
、

台
湾
製
糖
、
横
浜
正
金
銀
行
、
十
五
銀
行
、
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
、

北
海
道
炭
礦
汽
船
と
続
く
。
一
方
で
小
野
田
セ
メ
ン
ト
、
義
済
堂
な

（

）
３２

ど
の
県
内
企
業
の
株
式
を
一
万
八
〇
〇
〇
株
程
度
保
有
し
て
お
り

（
構
成
比
二
〇
・
九
％
）、
こ
れ
は
県
内
の
諸
資
産
家
の
中
で
最
も
多

い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
け
る
持
株
比
率
を

み
れ
ば
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
が
毛
利
元
昭
、
吉
川
元
光
、
毛
利
元
恒
、

毛
利
元
雄
の
四
人
で
一
〇
％
、
義
済
堂
は
吉
川
元
光
一
人
で
二
七
・

八
％
、
岩
国
電
気
軌
道
が
同
じ
く
吉
川
元
光
一
人
で
二
二
・
九
％
で

あ
る
。
役
員
就
任
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
華
族
資
産
家
は
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
企
業
経
営
に
直
接
参
画
し
た
事
業
家
と
は

い
え
な
い
。
し
か
し
、
華
族
は
山
口
県
内
の
企
業
に
対
し
て
資
金
と

い
う
側
面
か
ら
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
地
主
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
県
外
株
で
あ
る
が
総
計
六
六

三
二
株
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
周
辺
県
の
株
式
（
九
州
電
燈
、
九
州
電
気

軌
道
）
は
四
九
九
株
に
過
ぎ
な
い
。
株
数
は
は
る
か
に
少
な
い
も
の

の
、
県
外
株
の
株
式
保
有
構
造
は
華
族
と
似
て
い
る
。
安
定
し
た
中

央
株
へ
の
出
資
を
相
対
的
に
重
視
す
る
、
レ
ン
ト
ナ
ー
的
投
資
を
想

起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
県
外
株
の
内
訳
を
み
る
と
、
満
蒙
毛
織
、

日
本
郵
船
、
三
十
五
銀
行
、
東
京
電
燈
、
京
阪
電
鉄
、
東
洋
紡
績
、

日
本
石
油
な
ど
が
多
い
。
全
体
を
み
る
と
、
運
輸
や
銀
行
な
ど
イ
ン

フ
ラ
部
門
へ
の
投
資
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
県
内
株
を
み
る
と
、

（

）
３３

（

）
３４
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表５ 第一次大戦期における資産家の保有株式
Ａ）県内株 （単位：株）

合計（４４）鉱業（３）工業（３）商業（１２）地主（２１）華族（５人）会 社 名

２,２９０──６４０５０１,６００岩 国 電 気 軌 道
１３,３００──１,８８０１,４２０１０,０００義 済 堂
１,０９０───１,０９０─福 川 銀 行

６０───６０─防 府 電 燈
２２４───２２４─防 府 瓦 斯

１,３５７───１,３５７─華 浦 銀 行
２５６───２５６─三 田 尻 塩 田 銀 行

１,０１６１４０─１１２７６４─防 長 農 工 銀 行
４５０───４５０─船 城 銀 行
１３０───１３０─船 木 貯 金 銀 行

７,７１９７,３３０─１８９２００─宇 部 電 気
１,１１３７０３──４１０─宇 部 銀 行
２,０００１,７００──３００─宇 部 鉄 工 所
３３０６５７────宇 部 紡 織

１,０６３３３０──４０６─宇 部 軽 便 鉄 道
８,７７８２５５３００２,１７６５０５,９９７小 野 田 セ メ ン ト
８４８─８４８───日 本 舎 密 製 造
２００───２００─長 門 銀 行

１,３６３──３５０３３８６７５第 百 十 銀 行
１,００８─５００５０８──長 州 鉄 道
２,５００──２,５００──彦 島 船 渠
１,６８３──１,６８３──関門ビルブローカー
１,５０４──１,５０４──下 関 倉 庫
２,１４６─１９７１,９４９──関 門 汽 船
９１８─１１２８０６──下 関 瓦 斯
５５９─３７６１８３──下 関 米 取 引 所
３１９───３１９─防 長 銀 行
３０６───３０６─萩 銀 行

Ｂ）県外株

合計鉱業工業商業地主華族

３００──３００──宇 治 川 電 気
１００────１００王 子 製 紙

１,０００──１,０００──大 阪 海 上
５０───５０─大 阪 株 式 取 引 所

７,２５７─１,０００２,５８０３５５３,３２２大 阪 商 船
５７２──５７２──大 阪 曹 達
２５０───１００１５０鐘 紡
７２０─１２０６００──川 崎 造 船
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合計鉱業工業商業地主華族

１００────１００木 曾 電 興 業
６００─６００───鬼 怒 川 水 力 電 気
６００────６００京 城 電 気
５０─５０───京 都 織 物
２００───２００─京 都 電 燈
２７０──２７０──久 原 鉱 業
４００───４００─京 阪 電 鉄
１３０──１３０──神 戸 海 上
１００──１００──神 戸 汽 船 信
１４０─１４０───三 共
８００──２００６００─三 十 四 銀 行
７５０────７５０芝 浦 製 作 所

７,１６６──１００─７,０６６十 五 銀 行
２３０────２３０住 友 銀 行
３００──３００──第 一 火 災

１,２８８────１,２８８第 一 銀 行
２００────２００第 三 銀 行
４７０──４７０──大 日 本 製 糖
９９０─３５０─２１０４３０大 日 本 麦 酒
５００────５００第 百 銀 行

１４,４４０──２７０─１４,１７０台 湾 製 糖
３５８─２４０６６５２─宝 田 石 油
２００───２００─朝 鮮 銀 行
１００────１００朝 鮮 皮 革

１,０００────１,０００千 代 田 銀 行
６０──６０──帝 国 麦 酒
２００──２００──東 京 海 運

２,４７４────２,４７４東 京 海 上
５００────５００東 京 瓦 斯

２,６５０────２,６５０東 京 電 気
１５,４５４───４００１５,０５４東 京 電 燈
１,１６６────１,１６６東 武 鉄 道
２２０──２２０──東 洋 汽 船
８１０──８１０──東 洋 製 鉄
４００───４００─東 洋 紡 績
４０６──１５０２５６─東 洋 捕 鯨
２５０───５０２００名 古 屋 電 燈

１,０４７──１,０４７──浪 速 銀 行
８０────８０南 国 産 業

１,０８０──１,０８０──南 洋 製 糖
１００────１００日 英 水 電
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合計鉱業工業商業地主華族

１,５０７─３００１,２０７──日 東 製 氷
１,９００──１,９００──日 本 海 事 工
２２８───６０１６８日 本 勧 業 銀 行

１,０８０────１,０８０日 本 銀 行
１０２──１０２──
５２５──１５０３７５─日 本 商 業 銀 行
５００──１００４００─日 本 石 油
１５０───１５０─日 本 セ メ ン ト

９,７４６──４,４５７８４７４,４４２日 本 郵 船
１００────１００早 川 電 力
７５───７５─阪 神 電 鉄
７４──７４──百 三 十 銀 行
５９４──８０─５１４富 士 瓦 斯 紡

３,４０４────３,４０４北 海 道 炭 礦 汽 船
１,１６０───１,１６０─満 蒙 毛 織
１,２７４──１,１４１１３３─南 満 洲 鉄 道
８,９４１──１６１─８,７８０横 浜 正 金 銀 行
２４８────２４８横 浜 電 気
５０──５０──毛 斯 綸 紡 織
６０───６０─攝 陽 銀 行

２,９９２──２,９４１５１─九 州 電 気 軌 道
２,８４９──２,６８９１６０─九 州 電 燈 鉄 道
１００──１００──若 松 築 港

５,２０２─４,１４３８４１２１８─広 島 電 燈
１,３２５─１,３２５───広 島 瓦 斯 電

７０───７０─広 島 呉 電 力

Ｃ）合計

合計鉱業工業商業地主華族

５４,５３０１１,１１５２,３３３１４,４８０８,３３０１８,２７２県内株小計

１１０,３８４─８,２１８２６,５６８６,６３２６８,９６６県外株小計
１２,５３８─５,４６８６,５７１４９９─〔内周辺県株〕

１６４,９１４１１,１１５１０,５５１４１,０４８１４,９６２８７,２３８合 計

合計鉱業工業商業地主華族一人あたり持株数（株）

１,２３９.３３,７０５.０７７７.７１,２０６.７３９６.７３,６５４.４県 内 株
２,５０８.７０.０２,７３９.３２,２１４.０３１５.８１３,７９３.２県 外 株

３,７４８.０３,７０５.０３,５１７.０３,４２０.７７１２.５１７,４４７.６合 計
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さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
が
、
総
株
数
八
三
三
〇

株
の
う
ち
五
四
二
〇
株
（
六
五
％
）
が
銀
行
株
で
あ
り
、
金
融
業
を

重
視
し
た
出
資
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
業
種
に

属
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
主
が
在
住
す
る
地
域
と
関
わ
り
の
深
い

企
業
を
基
本
と
し
、
製
造
業
、
電
気
・
瓦
斯
、
鉄
道
な
ど
の
株
式
保

有
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
地
主
の
株
式
保
有
の
特

徴
は
第
一
に
「
銀
行
業
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
地
域
」
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
、
株
式
保
有
数
は
す
べ
て
の
資
産
家
の
な
か
で

最
も
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
現
存
の
資
料
の
範
囲
で
は
、
半

数
近
く
の
地
主
資
産
家
が
株
式
の
保
有
が
確
認
で
き
な
い
。
あ
く
ま

で
他
の
資
産
家
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
全
体

を
み
わ
た
す
と
、
山
口
県
内
の
地
主
資
産
家
は
積
極
的
な
株
式
投
資

と
い
う
範
囲
で
と
ら
え
た
場
合
、
銀
行
業
を
除
い
て
、
限
定
的
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
づ
い
て
商
業
資
産
家
を
み
て
い
き
た
い
。
商
業
資
産
家
に
関
し

て
は
内
訳
を
表
６
に
示
す
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
県
外
株
を
み
る
と
総
計
二
万
六
五
六
八
株
で
、
地
主
の
お
よ

そ
四
倍
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
均
持
株
数
換
算
で
は
七
倍
で
あ

り
、
旺
盛
な
県
外
株
へ
の
投
資
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
六
五
七
一
株
（
二
四
・
七
％
）
が
周
辺
県
の
株
式
（
九
州
水

（

）
３５

合計鉱業工業商業地主華族持株構成比（％）

３３.１１００.０２２.１３５.７５５.７２０.９県 内 株
６６.９０.０７７.９６４.７４４.３７９.１県 外 株

１００.０１００.０１００.０１００.０１００.０１００.０合 計

合計鉱業工業商業地主華族持株全体比（％）

１００.０２０.４４.３２６.６１５.３３３.５県 内 株
１００.００.０７.４２４.１６.０６２.５県 外 株

１００.０６.７６.４２４.９９.１５２.９合 計

出所：岡部新五左衛門『日本全国著名人物鑑』（帝国財政調査会、１９１８年）、各種『株主関係資料』。
注１：防長農工銀行、小野田セメント、日本舎密製造、県外株は『全国株主要覧』大正９年版（ダイ

ヤモンド社、１９２０年）（渋谷隆一編『大正昭和日本全国資産家地主資料集成』Ⅵ、Ⅶ所収）による。
２：福川銀行、防府瓦斯、華浦銀行、三田尻塩田銀行、船城銀行、船木貯金銀行、宇部紡織、

宇部軽便鉄道、長門銀行、彦島船渠、関門ビルブローカー、下関倉庫、防長銀行、萩銀行
は『銀行会社要録』２３版（東京興信所、１９１９年）による。

３：長州鉄道は『銀行会社要録』２１版（東京興信所、１９１７年）、関門ビルブローカは『同前書』２４版
（１９２０年）による。

４：岩国電気軌道、義済堂、防府電燈、宇部電気、宇部銀行、宇部鉄工所、第百十銀行、関門
汽船、下関瓦斯、下関米取引所は各社「株主人名簿」（『営業報告書』添付）による。

５：持株会社は集計から省いた。
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力
電
気
、
九
州
電
燈
鉄
道
、
九
州
電
気
軌
道
、
広
島
電
燈
な
ど
）
で
あ
り
、

安
定
的
な
イ
ン
フ
ラ
部
門
へ
の
株
式
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
九
州
に

本
社
を
置
く
会
社
の
株
式
は
五
七
三
〇
株
で
県
外
株
の
主
軸
で
あ
る
。

商
業
資
産
家
は
下
関
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
同
地
が
海
峡
を
越

え
た
枠
組
み
で
株
式
の
取
引
と
事
業
資
金
の
供
与
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
一
方
で
、
中
央
株
へ
の
投
資
は
こ
れ
よ
り

さ
ら
に
積
極
的
で
あ
る
。
総
計
一
万
九
九
九
七
株
を
計
上
し
、
海
運

会
社
（
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
、
東
洋
汽
船
ほ
か
）、
製
糖
会
社
（
大
日

本
製
糖
、
台
湾
製
糖
、
南
洋
製
糖
）
な
ど
交
易
事
業
に
か
か
わ
る
株
式

を
多
く
保
有
し
、
保
険
会
社
（
第
一
火
災
、
大
阪
海
上
）、
山
口
県
関

係
の
出
資
な
の
か
久
原
鉱
業
へ
の
投
資
も
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
県
外
株
よ
り
少
な
い
も
の
の
、
県
内
株
の
保
有
も
一
万
四

四
八
〇
株
（
構
成
比
三
二
・
四
％
）
と
か
な
り
の
規
模
の
出
資
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
華
族
を
除
く
と
最
も
多
い
も
の
で
あ
る
。
業
種
は

製
糸
、
セ
メ
ン
ト
、
鉄
道
、
船
渠
、
倉
庫
、
汽
船
、
瓦
斯
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
が
、
商
業
資
産
家
が
拠
点
を
置
く
地
域
の
企
業
を
基
本
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
商
人
に
よ
る
金
融
市
場
が
企
業
の
設
立
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

多
く
の
株
式
を
保
有
し
た
商
業
資
産
家
と
し
て
は
、
桝
谷
音
三
の

七
一
二
一
株
（
県
内
株
三
三
三
四
株
、
県
外
株
三
七
八
七
株
）、
梶
山
升

二
郎
の
六
六
八
三
株
（
す
べ
て
県
外
株
）、
林
勲
の
五
九
九
六
株
（
県

内
株
九
三
一
株
、
県
外
株
五
〇
六
五
株
）、
秋
田
寅
之
助
の
五
九
三
三
株

（
県
内
株
四
三
八
三
株
、
一
五
五
〇
株
）、
島
谷
徳
三
郎
の
四
八
二
〇
株

（
県
内
株
一
八
七
〇
株
、
二
九
五
〇
株
）、
土
井
重
吉
の
四
三
五
六
株

（
県
内
株
三
一
五
〇
株
、
県
外
株
一
二
〇
六
株
）
な
ど
が
い
る
。
今
後
、

個
別
経
営
資
料
に
よ
る
分
析
が
課
題
と
な
ろ
う
。

つ
ぎ
に
工
業
資
産
家
に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
県
内
株
、
県
外

株
と
も
に
一
定
規
模
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
。
県
内
株
か
ら
見
る

と
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
、
日
本
舎
密
製
造
な
ど
の
近
代
的
製
造
業
の

ほ
か
、
長
州
鉄
道
、
関
門
汽
船
な
ど
の
株
式
も
み
い
だ
さ
れ
る
。
ま

た
、
県
外
株
へ
の
投
資
も
多
く
、
大
阪
商
船
、
三
共
の
ほ
か
、
周
辺

県
株
と
し
て
広
島
電
燈
、
広
島
瓦
斯
電
気
な
ど
の
株
式
五
四
六
八
株

（
六
六
・
五
％
）
の
保
有
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
時
期
、
在

来
的
工
業
を
家
業
と
し
て
営
み
な
が
ら
地
域
の
企
業
の
設
立
に
協
力

し
た
資
産
家
や
、
多
く
の
中
央
株
を
保
有
す
る
近
代
的
工
業
資
産
家

に
加
え
て
、
大
量
の
県
内
株
と
周
辺
県
株
を
所
有
す
る
実
業
家
的
な

資
産
家
も
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
鉱
業
資
産
家
を
検
討
し
よ
う
。
鉱
業
資
産
家
の
株
式
所
有

は
、
現
在
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
す
べ
て
県
内
株
で
あ
る
。
総
株
数

は
一
万
一
一
一
五
株
で
あ
る
が
、
一
人
あ
た
り
の
平
均
持
株
数
は
三
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（単位：万円、株）

合計周辺県株小計県外株小計県 外 株 内 訳県内株小計

７,１２１１,２５０３,７８７

九州電燈鉄道・６５０日東製氷・１,２０７

３,３３４
東洋製鉄・５００九州電気軌道・５００
台湾製糖・２００宇治川電気・３００
久原鉱業・１００大日本製糖・１５０
南洋製糖・８０若松築港・１００

６,６８３０６,６８３
大阪商船・２,０３０日本郵船・４,１１２

０
南満洲鉄道・５４１

５,９９６２,３４１５,０６５

大阪曹達・５７２九州電気軌道・２,３４１

９３１

大日本製糖・３２０大阪商船・５００
東洋汽船・２２０川崎造船所・３００
東京海運・２００日本郵船・２１０
日本鋼管・１０２久原鉱業・１２０
東洋製鉄・６０台湾製糖・７０

毛斯綸紡織・５０

５,９３３０１,５５０
第一火災・３００大阪海上・１,０００

４,３８３
神戸汽船信・１００東洋製鉄・１５０

４,８２００２,９５０
南洋製糖・１,０００日本海事工・１,９００

１,８７０
神戸海上・５０

４,３５６１５１１,２０６
東洋捕鯨・１５０浪速銀行・７４５

３,１５０ 帝国麦酒・６０九州電燈鉄道・１５１
鐘紡・５０大阪商船・５０

１,９３７１,３８８１,８２５
浪速銀行・３０２九州電燈鉄道・１,３８８

１１２
日本郵船・１３５

１,５５７１００１,５０７

川崎造船所・３００南満洲鉄道・６００

５０
九州電気軌道・１００正金銀行・１６１
十五銀行・１００日本石油・１００
宝田石油・６６富士瓦斯紡・８０

９５４０３０４
神戸海上・８０東洋製鉄・１００

６５０
久原鉱業・５０百三十銀行・７４

８４１８４１８４１広島電燈・８４１０

５００５００５００九州電燈鉄道・５０００

３５００３５０日本商業銀行・１５０三十四銀行・２０００



209

表６ 第一次大戦期における商業資産家の株式所有

県 内 株 内 訳資産額業 種地 域名 前

下関倉庫・７５１小野田セメント・２,０７６

２５０機械商下 関桝谷音三
下関瓦斯・１２５宇部電気・１８９
下関米取引所・９３関門汽船・１００

２１０米穀商人三田尻梶山升二郎

関門汽船・１５０下関瓦斯・６８１

３００商 業下 関林勲

第百十銀行・１００

関西ビルブローカー・１,６８３彦島船渠・２,５００
３００材木商下 関秋田寅之助

第百十銀行・２００

岩国電気軌道・４９０義済堂・１,３８０
１２００海運業玖 珂島谷徳三郎

下関倉庫・７５３関門汽船・１,６９９
２１０地 主下 関土井重吉 小野田セメント・１００長州鉄道・５０８

下関米取引所・９０

防長農工銀行・１１２
１５０薬種業下 関伊藤房次郎

第百十銀行・５０

１５０貸金業徳 山矢島専平

岩国電気軌道・１５０義済堂・５００
５０商 業岩 国倉重理良

５０呉服商柳 井尾林宗兵衛

２２０商 業下 関久富久吉

５０呉服商柳 井梅田千代蔵

出所：表５に同じ。
注：地域、資産額、業種は岡部新五左衛門『日本全国著名人物鑑』（帝国財界調査会、１９１８年）に記載

されたもの。
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七
〇
五
株
で
あ
り
、
こ
れ
は
華
族
の
県
内
株
平
均
を
超
え
る
き
わ
め

て
高
い
数
値
で
あ
る
。
県
内
の
資
産
家
の
な
か
で
最
も
積
極
的
に
地

方
株
へ
の
出
資
を
行
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
内
訳
を
み
る
と
、

電
気
、
銀
行
、
鉄
工
所
、
紡
織
、
鉄
道
な
ど
複
数
の
業
種
へ
出
資
を

行
っ
て
い
る
が
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
、
防
長
農
工
銀
行
を
除
く
と
す

べ
て
宇
部
地
域
の
企
業
で
あ
り
、
比
率
は
九
六
・
四
％
に
の
ぼ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
宇
部
地
域
す
べ
て
の
企
業
に
役
員
と
し
て
就
任
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鉱
業
資
産
家
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
資
産
・

投
資
対
象
は
、
安
定
し
た
中
央
株
で
も
な
く
、
周
辺
県
株
や
周
辺
地

域
株
で
も
な
く
、
第
一
に
自
ら
が
所
有
す
る
鉱
区
で
あ
り
、
第
二
に

関
連
企
業
の
株
式
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
山
口
県
内
の
資
産
家
層
の
株
式
所
有
状
況
を
検
討
し
た
が
、

い
ず
れ
の
資
産
家
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
県
内
株
に
関
し
て
は

自
ら
が
在
住
す
る
地
域
の
企
業
を
中
心
と
し
た
投
資
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
地
方
に
お
け
る
経
済
発
展
と
企
業
設
立
に
地
域

の
資
産
家
層
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
は
山
口
県
に
お
い
て

も
「
地
方
名
望
家
的
資
産
家
」
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

（

）
３６

お
わ
り
に

最
後
に
、
以
上
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
、
今
後
の

課
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

山
口
県
に
お
け
る
資
産
額
五
〇
万
円
以
上
の
大
資
産
家
は
、
一
九

〇
一
年
の
時
点
で
は
華
族
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
華
族
以
外

で
大
資
産
家
の
枠
に
入
る
人
間
の
数
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
末
年
に
い
た
る
と
伝
統
的
な
地
主
資
産
家
が
伸
長
し
、

大
正
年
間
に
入
る
と
こ
れ
に
商
業
資
産
家
が
一
大
勢
力
と
し
て
加
わ

る
に
お
よ
び
、
昭
和
期
に
な
る
と
鉱
業
資
産
家
が
大
幅
に
勢
力
を
の

ば
し
て
「
三
派
鼎
立
」
の
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
地
域
で
確
認
す

る
と
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
周
防
の
富
裕
な
農
村
地
帯

を
基
盤
と
す
る
郡
部
、
及
び
近
世
期
に
支
藩
を
有
し
た
地
域
を
中
心

と
し
て
大
資
産
家
が
分
布
し
た
の
に
対
し
、
第
一
次
大
戦
後
か
ら
大

正
末
年
に
か
け
て
市
部
に
資
産
家
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和

期
に
は
一
層
こ
の
傾
向
が
強
ま
る
に
い
た
っ
た
。

こ
れ
ら
大
資
産
家
の
企
業
へ
の
役
員
就
任
状
況
を
み
る
と
、
ま
ず

地
主
資
産
家
は
銀
行
業
に
そ
の
基
盤
を
置
き
、
明
治
期
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
、
資
産
家
と
し
て
も
企
業
役
員
と
し
て
も
最
も
重
要
な
位

置
に
あ
っ
た
。
し
か
し
大
戦
期
か
ら
昭
和
期
へ
か
け
て
の
銀
行
数
の
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減
少
か
ら
就
任
機
会
が
減
少
し
、
多
く
の
地
主
は
企
業
役
員
か
ら
離

脱
し
て
い
き
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
企
業
へ
の
参
加
も
消
極
的
で

あ
っ
た
。
商
業
資
産
家
は
、
製
造
業
の
ほ
か
、
鉄
道
、
汽
船
会
社
、

水
産
会
社
、
商
事
会
社
、
お
よ
び
自
身
の
持
株
会
社
な
ど
を
中
心
と

し
て
役
員
に
就
任
し
、
積
極
的
な
企
業
家
活
動
を
行
い
、
ま
た
地

方
・
中
央
を
含
め
た
旺
盛
な
株
式
投
資
も
行
っ
た
が
、
就
任
先
企
業

の
業
種
は
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
土
地
・
建
物
会
社
や
家
業
の
会
社

化
へ
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
鉱
業
資
産
家
は
最
も
積
極
的
に
企
業
経
営

に
参
画
し
、
強
い
工
業
化
指
向
を
示
し
、
時
代
を
下
る
に
し
た
が
い

よ
り
高
度
な
技
術
を
要
す
る
製
造
業
を
経
営
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
を

支
え
た
も
の
は
、
資
産
家
数
を
大
幅
に
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ
た

石
炭
産
業
か
ら
の
利
潤
獲
得
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
検
討
結
果
は
、
本
州
の
最
西
部
に
位
置
す
る
山
口

県
に
お
い
て
も
、
各
資
産
家
た
ち
の
経
済
行
動
は
、
お
お
ま
か
に

い
っ
て
「
は
じ
め
に
」
で
整
理
し
た
よ
う
な
地
主
、
商
業
、
鉱
業
の

各
階
層
を
代
表
す
る
地
域
と
、
あ
る
程
度
は
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示

し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え

る
な
ら
ば
、
従
来
大
都
市
部
で
観
察
さ
れ
て
き
た
資
産
家
の
投
資
行

動
も
、
あ
る
程
度
は
地
方
へ
も
敷
衍
で
き
る
現
象
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
稿
の
検
討
に
よ
り
、
県
内
資
産
家
の
動
向

に
つ
い
て
の
概
観
は
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
企
業
役
員
へ

就
任
し
た
数
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
企
業
経
営
そ
の
も
の
に
積
極
的
に

参
画
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
な
い
。

個
別
資
産
家
ご
と
に
濃
淡
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
今
回
の
分
析
は
一

応
の
目
安
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
県
内
資
産
家
の
一

次
資
料
に
も
と
づ
き
、
企
業
経
営
や
株
式
の
取
得
に
関
わ
る
運
営
と

情
報
管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
「
家
」

経
営
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
用
し
て
い
た

の
か
、
さ
ら
に
地
方
と
中
央
と
の
企
業
関
係
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ

い
て
展
開
し
て
い
た
の
か
、
具
体
的
な
個
別
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。

（
１
）
守
田
志
郎
『
地
主
経
済
と
地
方
資
本
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九

六
三
年
）
一
九
〇
頁
。

（
２
）
石
井
寛
治
『
経
済
発
展
と
両
替
商
金
融
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七

年
）
八
頁
。

（
３
）
花
井
俊
介
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
有
価
証
券
投
資
」（
石
井

寛
治
、
中
西
聡
編
『
産
業
化
と
商
家
経
営
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年
、
二
三
一
頁
）。

（
４
）
永
江
眞
夫
「
鉱
業
（
石
炭
）
財
閥
」（
渋
谷
隆
一
、
加
藤
隆
、

岡
田
和
喜
編
『
地
方
財
閥
の
展
開
と
銀
行
』
日
本
評
論
社
、
一
九

八
九
年
、
一
一
九
頁
）。
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（
５
）
鈴
木
恒
夫
「
戦
前
期
に
お
け
る
資
産
家
の
株
式
所
有
─
大
阪
府

と
兵
庫
県
─
」（『
学
習
院
大
学
経
済
論
集
』
第
四
三
巻
三
号
、
二

〇
〇
六
年
）。

（
６
）
永
江
眞
夫
「
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
地
方
資
産
家
の
動
向

─
福
岡
県
を
事
例
と
し
て
─
」（『
福
岡
大
学
経
済
学
論
叢
』
第
四

一
巻
二
号
、
一
九
九
六
年
）。
な
お
、
資
産
家
の
全
国
的
動
向
に

関
し
て
は
渋
谷
隆
一
「
地
方
大
資
産
家
（
財
閥
）
の
発
展
概
要
」

（
前
掲
『
地
方
財
閥
の
展
開
と
銀
行
』）
参
照
。

（
７
）
佐
々
木
淳
『
ア
ジ
ア
の
工
業
化
と
日
本
─
機
械
織
り
の
生
産
組

織
と
労
働
─
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
第
四
章
。

（
８
）
「
明
治
前
半
期
に
お
け
る
私
立
銀
行
お
よ
び
銀
行
類
似
会
社
に

つ
い
て
─
山
口
県
を
中
心
と
し
た
一
考
察
─
」（『
山
口
県
地
方
史

研
究
』
八
一
号
、
一
九
九
九
年
）。
社
史
で
は
『
山
口
銀
行
史
』

（
株
式
会
社
山
口
銀
行
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

（
９
）
『
小
野
田
セ
メ
ン
ト
百
年
史
』（
小
野
田
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、

一
九
八
一
年
）、『
徳
山
曹
達
七
〇
年
史
』（
徳
山
曹
達
株
式
会
社
、

一
九
八
八
年
）、『
宇
部
興
産
創
業
百
年
史
』（
宇
部
興
産
株
式
会

社
、
一
九
九
八
年
）。

（

）
「
一
八
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
長
州
の
プ
ロ
ト
工
業
化
」（『
数

１０
量
経
済
史
論
集
３

プ
ロ
ト
工
業
化
期
の
経
済
と
社
会
』
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
）。

（

）
前
掲
佐
々
木
『
ア
ジ
ア
の
工
業
化
と
日
本
』
補
遺
。

１１
（

）
使
用
し
た
資
料
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
九
〇
一
年
の

１２
資
産
家
調
査
は
財
産
総
高
、
地
所
、
家
屋
、
株
券
、
公
債
、
商
品

家
具
の
見
積
高
、
貸
金
な
ど
の
価
格
総
額
で
あ
る
。
一
一
年
、
一

六
年
も
同
一
主
体
に
よ
る
一
連
の
調
査
（
時
事
新
報
社
）
で
あ
り
、

「
本
財
産
見
込
額
は
確
実
を
期
す
る
為
め
寧
ろ
内
輪
に
見
積
り
た

り
、
殊
に
有
価
証
券
価
格
に
於
て
然
り
と
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
三
三
年
の
調
査
は
帝
国
興
信
所
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
前
回
調
査
の
際
に
は
「
財
界
の
変
動
は
…
…
土
地
、
証
券
、

商
品
等
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
低
下
は
、
そ
の
資
産
額
を
表
す
数
字

を
異
常
に
狂
わ
せ
ま
し
た
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
資
産
額
に
預

貯
金
の
み
で
は
な
く
土
地
と
有
価
証
券
が
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
の
資
料
は
岡
部
新
五
左
衛
門
『
日
本
全
国
著
名
人
物

鑑
』（
帝
国
財
界
調
査
会
、
一
九
二
五
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

同
書
は
山
口
県
の
記
述
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
福

岡
県
は
一
九
一
六
年
の
時
事
新
報
に
よ
る
調
査
を
踏
襲
す
る
か
た

ち
で
人
数
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
資
産
額
の
み
修
正
が
行
わ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
山
口
県
は
人
数
・
資
産
額
と
も
に
更
新
が
行
わ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
同
書
の
科
学
的
客
観
性
を
全
面
的
に
支
持
す

る
こ
と
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
ほ
か
に
類
似
の
調
査
が

な
い
以
上
、
一
定
の
史
料
価
値
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
肯

定
的
に
と
ら
え
れ
ば
、
全
国
調
査
で
こ
ぼ
れ
お
ち
た
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
層
の
資
産
家
を
補
足
で
き
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
と
も
い
え

る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
留
意
し
な
が
ら
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
二

五
年
は
『
貴
族
院
多
額
納
税
者
互
選
資
格
者
見
込
表
』（
内
務
省

警
保
局
編
、
一
九
二
五
年
）
で
あ
る
。
同
書
に
は
納
税
額
と
資
産

額
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
産
額
の
内
訳
は
明
確
で
な
い
が
、

一
六
年
と
三
三
年
の
間
に
属
し
、
両
者
と
比
較
す
る
と
資
産
額
に

一
定
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
、
有
価
証
券
の
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価
格
も
資
産
額
に
含
ま
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（

）
前
掲
永
江
「
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
地
方
資
産
家
の
動

１３
向
」
五
頁
。

（

）
「
所
得
金
高
届
」（
村
井
家
文
書
Ｆ
一
六
─
一
一
、
九
州
大
学
記

１４
録
資
料
館
蔵
）。
村
井
家
文
書
に
つ
い
て
は
三
浦
壮
「
明
治
期
に

お
け
る
酒
醸
造
業
者
と
農
工
銀
行
に
関
す
る
資
料
─
山
口
県
都
濃

郡
太
華
村
『
村
井
家
文
書
』
目
録
・
抄
録
─
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史

研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
こ
れ
は
一
九
一
七
年
の
島
谷
徳
三
郎
で
あ
る
。

１５
（

）
資
料
は
、
井
関
九
郎
編
『
近
代
防
長
人
物
誌
』（
復
刻
版
、
マ
ツ

１６
ノ
書
店
、
一
九
八
七
年
、
初
版
は
発
展
社
、
一
九
一
七
年
）、
渋
谷

隆
一
編
『
都
道
府
県
別
資
産
家
地
主
総
覧
〔
山
口
編
〕』（
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
）、『
人
事
興
信
録
』（
人
事
興
信
所
）、

各
市
町
村
史
、
各
地
域
「
名
鑑
」、
各
社
「
営
業
報
告
書
」「
株
主

人
名
簿
」
な
ど
を
用
い
、
都
濃
郡
に
関
し
て
は
竹
村
淑
子
氏
か
ら

聞
き
取
り
調
査
も
行
っ
た
。
な
お
、
渋
谷
、
永
江
は
資
産
家
表
の

職
種
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

（

）
繰
入
れ
た
人
数
は
、
一
九
〇
二
年
一
名
、
一
九
一
一
年
一
名
、

１７
一
九
三
三
年
二
名
で
あ
る
。

（

）
以
下
所
有
地
価
額
の
裏
づ
け
に
関
し
て
は
、『
日
本
全
国
商
工

１８
人
名
録
』（
明
治
三
一
年
）
に
三
二
頁
（
前
掲
渋
谷
隆
一
編
『
都
道

府
県
別
資
産
家
地
主
総
覧
〔
山
口
編
〕』
一
四
五
頁
）
を
参
照
し
て

い
る
。

（

）
前
掲
『
近
代
防
長
人
物
誌
』
人
巻
、
一
一
八
頁
。

１９
（

）
明
治
三
一
年
時
点
に
お
い
て
県
内
で
一
万
円
以
上
の
地
価
額
を

２０

保
有
す
る
地
主
の
地
域
分
布
は
、
豊
浦
郡
・
下
関
が
含
ま
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
周
防
の
人
数
は
長
門
の
人
数
を
上

回
る
も
の
で
あ
り
、
平
均
地
価
額
も
高
く
、
富
裕
な
大
地
主
層
が

多
く
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
前
掲
三
浦
「
明

治
期
に
お
け
る
酒
醸
造
業
者
と
農
工
銀
行
に
関
す
る
資
料
」
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（

）
明
治
末
年
は
下
関
の
商
業
資
産
家
が
調
査
か
ら
も
れ
て
い
た
可

２１
能
性
も
ま
っ
た
く
な
い
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
一
九
〇
一
年
、

一
一
年
、
一
六
年
は
い
ず
れ
も
同
一
主
体
に
よ
る
一
連
の
調
査
で

あ
り
、
こ
れ
は
綿
密
な
調
査
に
も
と
づ
く
信
憑
性
の
高
い
も
の
で
、

〇
一
年
に
は
同
市
の
商
業
資
産
家
は
調
査
対
象
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
一
年
の
資
産
家
表
を
み
る
と
他
府
県
に
お
い
て
商
業
資

産
家
は
調
査
対
象
と
し
て
記
載
さ
れ
、
一
六
年
の
職
種
の
分
散
傾

向
は
福
岡
県
で
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
に
お
け
る
趨
勢

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。

（

）
沖
ノ
山
炭
鉱
頭
取
で
あ
る
渡
辺
祐
策
は
一
九
〇
一
年
の
時
点
で

２２
二
九
四
〇
円
の
納
税
額
で
あ
り
、
こ
れ
は
宇
部
地
域
の
大
地
主
で

あ
る
紀
藤
閑
之
介
（
明
治
三
一
年
所
有
地
価
額
二
万
五
九
一
二
円
、

大
正
一
三
年
所
有
土
地
反
数
六
八
・
二
町
歩
）
を
超
え
県
内
で
六

番
目
に
高
い
金
額
で
あ
る
。
炭
鉱
の
収
入
が
そ
の
ま
ま
渡
辺
の
所

得
と
な
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
戦
期
に
突
然
飛
躍

し
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ま
で
も
順
調
に
蓄
積
を
行
っ
て
い
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
「
全
国
多
額
納
税
者
」（
一
九

〇
一
年
）（
前
掲
渋
谷
『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集

成
』
Ⅳ
巻
、
二
二
九
頁
）。
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（

）
資
料
に
よ
れ
ば
華
族
の
数
が
減
少
し
、
一
九
三
三
年
に
は
戻
っ

２３
て
い
る
が
こ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
。

（

）
商
業
資
産
家
の
職
業
に
は
「
洋
酒
食
料
品
雑
貨
」
な
ど
も
含
ま

２４
れ
、
生
活
様
式
の
西
洋
化
に
対
応
し
た
資
産
家
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
県
内
全
体
に
お
け
る
商
業
資
産
家
数
は
二
五
名
か
ら
一
八
名

へ
減
少
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
郡
部
の
商
業
資
産
家
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
下
関
は
商
業
都
市
と
し
て
底
堅
い
動
き
を
み
せ

た
。

（

）
資
産
家
表
に
よ
れ
ば
、
鉱
業
資
産
家
に
繰
り
入
れ
た
人
物
の
う

２５
ち
四
名
が
紡
績
会
社
役
員
の
肩
書
き
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
当
該
期
間
に
お
け
る
宇
部
紡
績
の
配
当
金
は
、
最
も
多
く
支

払
っ
た
一
九
二
九
年
上
期
で
さ
え
沖
ノ
山
炭
鉱
の
一
〇
分
の
一
未

満
の
額
で
あ
り
、
宇
部
セ
メ
ン
ト
・
宇
部
鉄
工
所
の
配
当
金
を
あ

わ
せ
て
も
総
額
の
三
割
以
下
で
あ
る
。
以
上
、
各
社
「
決
算
報

告
」（『
営
業
報
告
書
』、『
宇
部
時
報
』
所
収
）。

（

）
こ
の
手
法
に
よ
る
最
も
大
き
な
欠
陥
は
資
産
家
の
同
一
性
が
必

２６
ず
し
も
確
保
で
き
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
地
主
資
産
家
、
鉱
業

資
産
家
は
大
き
な
問
題
が
生
じ
な
い
が
、
商
業
資
産
家
は
少
な
く

な
い
入
れ
替
わ
り
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
前
回
資
産
家
調
査
か

ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
資
産
家
も
役
員
就
任
状
況
に
つ
い
て
の
追
跡
調

査
を
行
い
論
旨
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
務
め
た
。
ま
た
、
宇
部

の
製
造
業
に
つ
い
て
は
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
名
鑑
に
よ
り
匿
名
組

合
組
織
で
あ
っ
て
も
役
員
就
任
件
数
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

（

）
行
数
は
普
通
銀
行
と
貯
蓄
銀
行
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

２７
『
山
口
銀
行
史
資
料
編
』（
山
口
銀
行
、
一
九
九
九
年
）
三
六
一
頁
。

（

）
そ
の
ほ
か
肥
料
会
社
、
製
陶
会
社
な
ど
、
土
地
に
関
係
す
る
会

２８
社
へ
関
与
し
て
い
る
。

（

）
山
口
県
の
電
気
事
業
に
つ
い
て
は
『
山
口
県
営
電
気
事
業
十
周

２９
年
誌
』（
山
口
県
総
務
部
電
気
局
、
一
九
三
五
年
）
を
参
照
。

（

）
な
お
、
醸
造
業
者
な
ど
の
在
来
的
工
業
資
産
家
の
役
員
就
任
状

３０
況
は
、
下
関
の
林
平
四
郎
を
の
ぞ
き
地
主
資
産
家
と
似
通
っ
て
お

り
、
銀
行
業
、
電
燈
・
電
力
な
ど
を
中
心
と
す
る
構
成
で
あ
っ
た
。

（

）
役
員
に
就
任
し
て
い
る
資
産
家
の
平
均
役
員
就
任
数
を
算
出
す

３１
れ
ば
、
一
九
一
七
年
は
一
・
九
〇
件
、
二
五
年
は
二
・
七
〇
件
、

三
三
年
は
三
・
五
八
件
で
あ
り
、
こ
れ
を
伸
び
率
で
換
算
す
れ
ば
、

資
産
家
全
体
の
数
値
に
く
ら
べ
て
加
速
度
的
に
上
昇
し
て
い
る
。

（

）
華
族
全
体
の
資
産
動
向
、
お
よ
び
毛
利
家
の
投
資
行
動
に
つ
い

３２
て
は
伊
牟
田
敏
充
「
華
族
資
産
と
投
資
行
動
─
旧
大
名
の
株
式
投

資
を
中
心
に
─
」（『
地
方
金
融
史
研
究
』
一
八
号
、
一
九
八
七
年
）

で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
使
用
資
料
の
関
係
か
ら
地
方
株
の

所
有
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（

）
当
時
、
義
済
堂
の
株
式
は
全
額
払
込
株
と
四
分
ノ
一
払
込
株
に

３３
分
か
れ
て
お
り
、
前
者
が
一
万
一
二
〇
〇
株
、
後
者
が
二
万
四
八

〇
〇
株
の
合
計
三
万
六
〇
〇
〇
株
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
吉
川
元

光
の
持
株
一
万
株
は
す
べ
て
全
額
払
込
株
で
あ
り
、
実
質
的
な
資

金
供
給
額
の
シ
ェ
ア
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
高
い
も
の
で
あ
る
。
以

上
「
株
主
人
名
表
」（
大
正
八
年
一
一
月
三
〇
日
現
在
）（
義
成
堂

『
営
業
報
告
書
』
所
収
）。

（

）
た
だ
し
、
毛
利
元
恒
は
大
正
一
四
年
七
月
か
ら
昭
和
一
〇
年
一

３４
二
月
ま
で
小
野
田
セ
メ
ン
ト
の
取
締
役
に
つ
い
て
い
る
。『
小
野
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田
セ
メ
ン
ト
百
年
史
』（
小
野
田
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
一
九
八

一
年
）
七
五
一
～
七
五
六
頁
。

（

）
た
だ
し
こ
の
時
期
以
外
の
資
料
に
お
い
て
、
鉄
道
・
肥
料
会
社

３５
な
ど
へ
一
定
の
割
合
を
出
資
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
山
陽
鉄
道
会
社
株
主
名
簿
」（
村
井
家
文
書
Ｃ
四
一
）、〔
紀
念
肥

料
株
式
会
社
〕「
株
式
申
込
証
」（
村
井
家
文
書
Ｃ
四
七
）。

（

）
た
だ
し
、
五
〇
万
円
以
上
の
資
産
家
に
は
名
前
が
上
が
ら
な
い

３６
が
、
宇
部
地
域
に
お
け
る
諸
企
業
の
大
株
主
で
あ
る
梶
山
芳
平
は

広
島
電
燈
や
小
野
田
セ
メ
ン
ト
な
ど
周
辺
県
株
を
中
心
と
し
て
一

〇
八
二
株
を
保
有
し
て
い
る
。
ま
た
高
良
宗
七
は
一
九
二
五
年
の

『
全
国
株
主
年
鑑
』
に
お
い
て
九
州
水
力
電
気
の
新
株
二
〇
〇
株
、

小
野
田
セ
メ
ン
ト
の
旧
株
七
二
五
株
、
新
株
七
三
五
株
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
み
う
ら

そ
う
・

九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
助
教
）


